




部屋の形をこのようにしたのは、反射だけ
でなく通り過ぎていく音の響きを表現した
かったため。 

部屋の屋根を対象にしなかったのは、左右
の耳で聞く音に違いを出し、音に立体感を
出させるため。 

部屋のサイズ 
28×14×6[m] 





拡散係数というのは、分子などの小粒子が
熱運動で自発的に移動、分散する速度 

拡散係数を変えるというのは、ある音の高
さの移動分散する速度をけるというとこ 

それをふまえて 

拡散係数を変えることで、音の響きがどの
ように変わるか調べた 
 



1:<10 10 10 10 10 10> 
2:<100 100 100 100 100 100> 
3:<10 9 8 7 6 5> 
4:<5 6 7 8 9 10> 
5:<5 10 5 10 5 10> 
6:<10 5 10 5 10 5> 
ドライソース 
 





聞いていただいたように、拡散係数を変え
たことで響く音の高さが異なったのか微妙
なところ。 

１と２では、余韻が１のほうが残っている
ような気がした。 

私の耳では、どの音の響きがいいかまでは、
残念ながらよくわからなかった。 

しかし、ドライソースとの違いはあきらか
であった。 



拡散係数をかえたことでの変化がよくわか
らない原因を考え、あげられるのが以下の
理由 

1.部屋の構造上、拡散係数をかえてもイン
パルス応答にあまり変化がない。 

2.拡散係数をかえる値が大きすぎたもしく
は小さすぎた。 

3.インパルス応答の組み込みを間違えた。 
 
 
 



 授業を通して音の響きが、さまざまな要
素によってかわってくることがわかった。 

  実際、この授業がなければ、インパル
ス応答や拡散係数なんて、しることもな
かったと思う… 

  また、CATTの使い方が学べたのはこれ
からの大学生活でいつか使うとき（あるの
かは、さだかではないが）のために役立つ
はず！CATTは難しく、何度もTAを頼って
しまった。 

 




